
　
　
　

『
伊
勢
物
語
』
13
『
平
家
物
語
』
10

　
　
　

『
桃
太
郎
』
10
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』
５

【
小
説
】『
羅
生
門
』
19
『
変
身
』
11
『
こ
こ
ろ
』
７

　
　
　

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
６

『
山
月
記
』
５

　

調
査
⑴
、
⑵
か
ら
は
、
大
半
の
生
徒
が
「
物
語
（
小

説
）」
を
楽
し
み
、
そ
の
文
章
表
現
を
味
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
調
査
⑶
、
⑷
か
ら
は
、「
物
語
」
と

「
小
説
」
の
違
い
に
つ
い
て
「
物
語
」
を
「
口
頭
で
語

り
継
が
れ
て
き
た
も
の
」（
あ
る
い
は
「
空
想
的
」・

「
子
供
向
け
」・「
古
典
的
」）
と
し
て
、「
小
説
」
を

「
作
者
に
よ
っ
て
意
図
的
に
創
作
さ
れ
た
も
の
」（
あ
る

い
は
「
現
実
的
」・「
一
般
向
け
」・「
近
代
的
」）
と
し

て
捉
え
る
者
が
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
一
方
で
、
上
記

の
数
字
に
は
現
れ
て
い
な
い
が
、「
わ
か
ら
な
い
」、

「（
両
者
に
）
さ
ほ
ど
違
い
は
な
い
」
と
回
答
す
る
者
も

少
数
見
ら
れ
た
）。
そ
れ
で
は
、「
物
語
」
と
「
小
説
」

の
一
般
的
な
定
義
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。『
広
辞
苑
』
第
七
版
（
二
〇
一
八
年
一
月
）
に

は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

【
物
語
】

②
作
者
の
見
聞
ま
た
は
想
像
を
基
礎
と
し
、
人
物
・

が
、
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
現
代
の
高
校
生
は
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
二
〇
一
七
年
度
に

本
校
高
等
学
校
二
学
年
の
生
徒
（
男
女
）
一
一
六
名
を

対
象
に
「
物
語
」
と
「
小
説
」
に
つ
い
て
の
意
識
調
査

を
実
施
し
た
。
以
下
は
そ
の
集
計
結
果
で
あ
る
。

⑴
「
物
語
」
や
「
小
説
」
を
読
む
の
は
好
き
か
？

好
き
98
（
84
％
）　

嫌
い
18
（
16
％
）

⑵
文
学
作
品
を
読
む
効
果
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？

・
新
し
い
表
現
方
法
や
語
彙
が
豊
富
に
な
る

・
作
者
の
世
界
を
追
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る

⑶
「
物
語
」
と
「
小
説
」
と
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る

と
思
う
か
？
（
複
数
回
答
可
・
数
字
は
延
べ
数
）

【
物
語
】　

　
【
小
説
】

語
り
継
が
れ
た
も
の　

創
作
さ
れ
た
も
の　

 

26

古
典
的

現
代
的

 

20

空
想
的

現
実
的

 

17

粗
雑
な
内
容　
　
　
　

洗
練
さ
れ
た
構
成　

 

11

子
ど
も
向
け　
　
　
　

一
般
向
け　
　
　
　

 

10

⑷
「
物
語
」、「
小
説
」
と
聞
い
て
連
想
す
る
作
品
を

そ
れ
ぞ
れ
記
せ
。（
複
数
回
答
可
・
数
字
は
延
べ
数
）

【
物
語
】『
源
氏
物
語
』
35
『
竹
取
物
語
』
33

一　

は
じ
め
に

　

二
〇
一
六
年
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
に
は
歌
手
ボ
ブ
・

デ
ィ
ラ
ン
氏
が
選
ば
れ
た
。「
風
に
吹
か
れ
て
」
や

「
ラ
イ
ク
・
ア
・
ロ
ー
リ
ン
グ
・
ス
ト
ー
ン
」
に
代
表

さ
れ
る
数
々
の
名
曲
を
世
に
送
り
出
し
た
功
績
は
高
く

評
価
さ
れ
、
ロ
ッ
ク
の
殿
堂
に
名
を
連
ね
て
い
る
事
実

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
受
賞
の
際
に
歌
詞
が
文
学

賞
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
と
い
っ
た
議
論
が
交
わ
さ
れ
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
れ
は
、
そ
れ
だ
け
「
文

学
」
と
い
う
言
葉
に
は
散
文
小
説
の
響
き
が
強
い
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。
現
実
に
は
定
型
詩
た
る
韻
文
の
方

が
文
字
通
り
人
口
に
膾か

い

炙し
ゃ

さ
れ
た
点
で
影
響
力
を
持
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
「
小
説
」
も
娯
楽
の

対
象
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
本
稿
は

「
小
説
」
と
い
う
語
の
意
味
の
変
容
に
迫
り
な
が
ら
、

そ
の
教
材
的
意
義
を
改
め
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

二　

現
代「
小
説
」観
―「
物
語
」と
の
違
い
―

　
「
事
実
は
小
説
よ
り
も
奇
な
り
」、
し
ば
し
ば
娯
楽
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
「
小
説
」
で
は
あ
る
が
、
類
語
に

「
物
語
」
が
あ
る
。「
物
語
」
と
「
小
説
」
の
相
違
点
に

つ
い
て
は
各
方
面
か
ら
様
々
な
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る

楽
漢
的
「
小
説
」
考

―
意
味
の
変
容
と
教
材
的
意
義
に
迫
っ
て
―
　
狭
山
ヶ
丘
高
等
学
校　
樋
口
敦
士
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以
下
単
に
小
説
と
記
す
る
者
は
是
な
り
、
と
知
る
べ

し
）
は
近
世
文
学
上
の
一
大
発
明
に
し
て
其
文
化
を

賛
育
せ
る
こ
と
、
実
に
少
小
な
ら
ざ
る
を
。
古
の
歴

史
は
荒
誕
怪
奇
に
し
て
、
編
者
の
想
像
に
成
れ
る
者

多
し
と
雖
ど
も
、
尚
ほ
是
れ
歴
史
に
し
て
、
小
説
に

非
ず
。
支
那
の
古
に
飛
燕
外
伝
、
穆ぼ

く

天て
ん

子し

伝で
ん

等
あ
れ

ど
も
、
復
た
一
部
の
小
説
と
称
す
べ
き
者
な
き
に
非

ず
や
。

　

こ
の
記
述
か
ら
は
、「
小
説
」
の
語
が
近
代
に
至
っ

て
便
宜
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
事
情
が
読
み
取
れ
る
。

そ
れ
で
は
近
代
以
前
に
お
け
る
「
小
説
」
の
語
に
つ
い

て
考
察
を
進
め
た
い
。

三　

江
戸
時
代
に
お
け
る
「
小
説
」
観

　
「
物
語
」
と
「
小
説
」
の
語
へ
の
意
識
が
我
が
国
の

文
学
観
の
中
で
最
も
話
題
に
の
ぼ
っ
た
の
は
江
戸
時
代

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
江
戸
中
期
の
儒
医
に
都つ

賀が

庭て
い

鐘し
ょ
う

と
い
う
人
物
が
い
る
。
彼
は
「
読
本
」
の
嚆
矢
に
当
た

る
『
英

は
な
ぶ
さ

草そ
う

紙し

』（
寛
延
二
〈
一
七
四
九
〉
年
）
と
い
う

作
品
を
世
に
出
し
た
こ
と
で
文
学
史
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
。
こ
の
庭
鐘
に
つ
い
て
評
判
記
に
は
、「
小
説
家

の
学
者
そ
ふ
な
」、「
あ
れ
こ
れ
小
説
集
が
板
に
ご
ざ
り

ま
す
」（『
三
都
学
士
評
林
』
明
和
五
〈
一
七
六
八
〉
年
）

と
紹
介
す
る
が
、
中
村
幸
彦
氏
は
こ
の
「
小
説
家
」
と

は
「
白
話
（
小
説
）
の
研
究
家
」
と
指
摘
し
て
い
る

（『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
十
一
巻
）。
つ
ま
り
、「
小
説

家
」
と
は
中
国
白
話
小
説
の
翻
訳
や
翻
案
す
る
人
物
の

こ
と
を
指
し
て
お
り
、
現
代
の
「
作
家
」
で
は
な
い
。

　

明
代
以
降
、
中
国
か
ら
『
水
滸
伝
』、『
三
国
志
演

た
も
の
、「
小
説
」
は
地
域
や
共
同
体
を
越
え
て
異
質

な
読
者
に
よ
っ
て
読
ま
れ
る
も
の
と
見
て
い
る
（『
思

考
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
記
憶
／
物
語
』）。
さ
ら
に
、
文
学

者
田
中
実
氏
は
「
物
語
（
記
憶
）」
に
「
語
り
手
の
自

己
表
出（
詩
）」
が
加
わ
っ
た
も
の
が
「
小
説
」
で
あ
る

と
解
釈
し
て
い
る
（「『
読
み
の
背
理
』
を
解
く
三
つ
の

鍵
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
七
三
・
七
）。

　

各
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
に
よ
っ
て
こ
の
両
者
を
区

分
し
て
い
る
現
状
が
窺う

か
が

え
る
。
現
代
に
お
い
て
「
物

語
」
と
「
小
説
」
な
る
用
語
に
対
す
る
解
釈
は
必
ず
し

も
一
様
に
方
向
付
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
常
に
新

し
い
定
義
づ
け
が
試
み
ら
れ
る
実
態
が
垣
間
見
え
る
。

　

近
代
文
学
に
お
け
る
「
小
説
」
の
名
称
が
一
般
的
に

定
着
し
た
の
は
、
逍
遥
の
『
小
説
神
髄
』（
明
治
十
八

〈
一
八
八
五
〉
年
）
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の

文
芸
評
論
は
人
間
の
心
情
に
よ
っ
て
小
説
は
描
く
べ
き

こ
と
を
説
き
な
が
ら
、
功
利
主
義
や
勧
善
懲
悪
的
な
文

芸
を
退
け
た
。
従
来
戯げ

作さ
く

者し
ゃ

の
地
位
は
低
く
、
卑
し
め

ら
れ
て
い
た
が
、
逍
遥
の
「
小
説
は
美
術
な
り
」
の
一

言
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

翌
十
九
年
に
発
刊
さ
れ
た
末す

え

広ひ
ろ

鉄て
っ

腸ち
ょ
う

の
政
治
小
説

『
雪
中
梅
』
序
文
に
は
尾
崎
行
雄
の
次
の
よ
う
な
小
説

観
が
見
え
る
。

邦
人
未
だ
小
説
の
何
者
た
る
を
知
ら
ず
。
動や

や

も
す
れ

ば
、
之
を
視
て
、
婦
女
子
消
間
の
玩
具
に
し
て
、
士

君
子
の
手
に
だ
も
触
る
べ
き
所
に
非
ず
と
為
す
。

焉
い
ず
く
ん

ぞ
知
ら
ん
、
小
説
（
今
綏だ

当と
う

の
訳
語
を
得
ざ
る

が
故
暫
く
小
説
（
の
）
字
を
以
てN

ovel

に
充あ

つ
。

事
件
に
つ
い
て
叙
述
し
た
散
文
の
文
学
作
品
。
日
本

文
学
で
は
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
も
の
を

い
う
。
大
別
し
て
伝
奇
物
語
・
写
実
物
語
ま
た
は
歌

物
語
・
歴
史
物
語
・
説
話
物
語
・
軍
記
物
語
・
擬
古

物
語
な
ど
の
種
類
が
あ
り
、「
日
記
」
と
称
す
る
も

の
の
中
に
は
こ
れ
と
区
別
し
に
く
い
も
の
も
あ
る
。

も
の
が
た
り
ぶ
み
。

【
小
説
】

②
（
坪
内
逍
遥
に
よ
るnovel
の
訳
語
）
文
学
の

一
形
式
。
古
代
に
お
け
る
伝
説
・
叙
事
詩
、
中
世
に

お
け
る
物
語
な
ど
の
系
譜
を
受
け
継
ぎ
、
近
代
、
と

り
わ
け
一
八
世
紀
以
降
の
西
欧
で
発
達
、
詩
に
代
わ

っ
て
文
学
の
中
心
を
占
め
る
に
至
る
。
韻
文
の
形
式

や
手
法
か
ら
解
放
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
素
材
で
も
自

由
に
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
四
迷
、
小
説
総
論
「
さ

れ
ば
摸
写
は
小
説
の
真
面
目
な
る
こ
と
明
白
な
り
」

　

こ
こ
で
は
「
物
語
」
を
中
古
・
中
世
の
散
文
作
品
と

捉
え
る
の
に
対
し
、「
小
説
」
を
西
洋
か
ら
伝
わ
っ
た

近
代
の
散
文
形
式
作
品
と
定
義
づ
け
て
い
る
。
た
だ
し
、

両
者
の
イ
メ
ー
ジ
の
違
い
は
必
ず
し
も
こ
の
考
え
に
縛

ら
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
こ
で
各
方
面

の
研
究
者
の
見
解
を
い
く
つ
か
取
り
あ
げ
た
い
。

　

国
文
学
者
笹
淵
友
一
氏
は
一
般
的
な
概
念
と
こ
と
わ

っ
た
う
え
で
、
古
典
的
な
内
容
の
も
の
を
「
物
語
」、
近

代
的
な
作
品
を
「
小
説
」
と
す
る
考
え
を
提
示
し
つ
つ
、

両
者
の
連
続
性
を
指
摘
し
て
い
る（『
物
語
と
小
説
―
平

安
朝
か
ら
近
代
ま
で
』）。
ま
た
、
ア
ラ
ビ
ア
文
学
者
岡

真
理
氏
は
「
物
語
」
を
小
さ
な
共
同
体
の
中
で
語
ら
れ
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以
上
の
点
か
ら
考
察
す
る
と
、「
物
語
」
を
日
本
古

来
の
散
文
文
学
作
品
、「
小
説
」
を
中
国
由
来
の
散
文

文
学
作
品
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
庭
鐘
の

弟
子
で
も
あ
っ
た
秋
成
も
『
ま
す
ら
を
物
語
』
の
中
で

「
も
ろ
こ
し
の
演
義
小
説
、
こ
こ
の
物
語
文
、
其
作
れ

る
人
の
さ
か
し
愚
に
て
、
世
に
と
ど
ま
る
」
と
使
い
分

け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
小
説
」
は
第
一
義
的
に
中

国
文
学
を
指
し
て
い
た
の
だ
が
、
近
代
に
入
る
と
坪
内

逍
遥
等
に
よ
っ
て
読
み
換
え
ら
れ
て
新
し
い
意
味
が
付

与
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。「
小
説
」
が
「
日
本
漢
語
」

的
な
側
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
た
い
。

四　

漢
文
小
説
を
用
い
た
翻
案
創
作
の
指
導

　

前
節
で
は
漢
文
小
説
が
翻
案
を
経
て
日
本
文
学
の
重

要
な
要
素
と
な
っ
た
経
緯
を
確
認
し
た
。
こ
の
観
点
に

照
ら
せ
ば
、
授
業
内
に
お
い
て
生
徒
に
漢
文
小
説
の
翻

案
創
作
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
作
品
受
容
に
お
け
る
理

解
の
深
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
特
に
唐

代
伝
奇
小
説
『
離
魂
記
』
は
、
相
愛
の
王お

う

宙ち
ゅ
う

と
の
仲

を
妨
げ
ら
れ
た
張ち

ょ
う

倩せ
ん

娘じ
ょ
う

の
魂
が
肉
体
か
ら
遊
離
し
て

思
い
を
遂
げ
る
話
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
こ
う
し
た
発

想
は
和
泉
式
部
の
和
歌
「
物
思
へ
ば
沢
の
蛍
も
我
が
身

よ
り
あ
く
が
れ
出
づ
る
魂た

ま

か
と
ぞ
見
る
」（『
後
拾
遺
和

歌
集
』
巻
二
十
）
な
ど
様
々
な
文
学
作
品
に
散
見
さ
れ

る
。
こ
こ
で
は
遊
離
魂
を
テ
ー
マ
に
し
た
原
稿
用
紙
八

百
字
程
度
の
翻
案
創
作
指
導
に
つ
い
て
実
践
報
告
す
る
。

　

二
時
間
に
わ
た
る
『
離
魂
記
』
の
講
義
解
説
後
、
四

〜
五
名
の
グ
ル
ー
プ
に
配
置
す
る
。
こ
こ
で
印
象
に
残

っ
た
表
現
や
創
作
可
能
な
場
面
設
定
に
つ
い
て
話
し
合

可
分
な
関
係
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

藤
原
佐す

け

世よ

撰
の
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
よ
れ
ば
、

六
朝
志
怪
小
説
『
捜
神
記
』
や
唐
代
伝
奇
小
説
『
遊
仙

窟
』
は
平
安
時
代
ま
で
に
既
に
我
が
国
に
伝
わ
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
江
戸
時
代
に
は
白
話
小
説

が
積
極
的
に
受
容
さ
れ
て
翻
訳
、
翻
案
を
通
し
て
広
く

愛
読
さ
れ
た
。
も
と
も
と
中
国
の
散
文
文
学
を
意
味
し

た
「
小
説
」
が
我
が
国
の
散
文
文
学
を
指
す
用
語
と
し

て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
物
語
」
と
い
え
ば
、
日
本
の
古
典

文
学
を
指
す
と
き
に
限
ら
れ
て
い
る
。
本
居
宣
長
も

「
中
む
か
し
の
ほ
ど
、
物
語
と
い
ひ
て
、
一
く
さ
の
ふ

み
あ
り
。
物
が
た
り
と
は
、
今
の
世
に
は
な
し
と
い
ふ

こ
と
に
て
、
す
な
は
ち
昔
ば
な
し
也
」（『
源
氏
物
語
玉

の
小
櫛
』）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
歌
物
語
」、

「
軍
記
物
語
」、「
歴
史
物
語
」
な
ど
と
い
っ
た
文
学
ジ

ャ
ン
ル
を
表
す
場
合
も
あ
れ
ば
、『
源
氏
物
語
』、『
伊

勢
物
語
』
と
い
っ
た
個
々
の
書
名
に
も
現
れ
て
い
る
。

江
戸
中
期
の
国
学
者
賀
茂
真
淵
は
『
国
意
考
』（
明
和

二
〈
一
七
六
五
〉
年
頃
）
に
お
い
て
漢
語
の
煩
雑
さ
を

批
判
し
、
和
文
の
重
要
性
を
主
張
し
た
。
真
淵
の
弟
子

筋
に
当
た
る
建た

け

部べ

綾あ
や

足た
り

や
上
田
秋
成
に
よ
っ
て
中
国
の

白
話
小
説
の
趣
向
を
借
り
た
『
西
山
物
語
』
や
『
雨
月

物
語
』
が
世
に
問
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
い
わ
ば
「
小
説

（
漢
文
）」
の
「
物
語
（
和
文
）」
化
で
あ
っ
た
。
飯
倉

洋
一
氏
は
、
真
淵
門
下
に
よ
っ
て
中
古
・
中
世
の
系
譜

に
連
な
る
「
物
語
」
の
創
作
が
な
さ
れ
た
の
は
自
然
の

流
れ
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（『
秋
成
考
』）。

義
』、『
西
遊
記
』
な
ど
の
白
話
小
説
が
陸
続
と
我
が
国

に
伝
え
ら
れ
た
。
荻
生
徂
徠
の
古
文
辞
学
派
に
よ
る
白

話
受
容
と
相あ

い

俟ま

っ
て
、
唐
話
学
習
が
盛
ん
に
な
り
、
江

戸
中
期
以
降
に
大
流
行
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
白
話

小
説
の
趣
向
を
借
り
な
が
ら
日
本
風
に
書
き
改
め
ら
れ

た
翻
案
文
学
作
品
が
文
人
の
間
に
広
が
っ
た
。
こ
う
し

た
作
品
は
「
読
本
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
区
分
さ
れ
る

が
、『
水
滸
伝
』
を
翻
案
し
た
滝
沢
馬
琴
の
大
作
『
南

総
里
見
八
犬
伝
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

白
話
短
編
小
説
集
「
三
言
二
拍
」
を
抜
粋
し
て
施
訓

し
た
岡お

か

白は
っ

駒く

の
『
小
説
精
言
』（
寛
保
三
〈
一
七
四
三
〉

年
）
の
序
文
に
は
、
東
方
朔
の
『
神
異
経
』、
干
宝
の

『
捜
神
記
』、
張
華
の
『
博
物
志
』、
任じ

ん

昉ぼ
う

の
『
述
異
記
』

な
ど
に
加
え
て
『
漢
武
内
伝
』、『
飛
燕
外
伝
』
を
指
し

て
「
古
の
小
説
」
と
称
し
、
さ
ら
に
『
虬き

ゅ
う

髯ぜ
ん

客か
く

伝で
ん

』、

『
紅
線
伝
』、『
聶じ

ょ
う

隠い
ん

娘じ
ょ
う

伝で
ん

』、『
補ほ

江こ
う

総そ
う

白は
く

猿え
ん

伝で
ん

』
と

い
っ
た
作
品
も
こ
れ
に
類
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
数
々

の
中
国
古
典
奇
譚
を
列
挙
し
な
が
ら
こ
れ
ら
を
総
称
し

て
「
小
説
」
と
呼
ん
で
い
た
事
情
が
窺
え
る
。
先
の
都

賀
庭
鐘
も
第
二
作
『
繁

し
げ
し
げ

野や

話わ

』（
明
和
三
〈
一
七
六

六
〉
年
）
序
文
に
お
い
て
「
近
路
行
者
三
十
年
前
国
字

小
説
数
十
種
を
戯
作
し
て
茶
話
に
代
ゆ
」
と
述
べ
て
い

る
ほ
か
、
平
賀
源
内
『
風
来
六
部
集
』
収
録
の
『
天て

ん

狗ぐ

髑し
ゃ
れ
こ
う
べ髏

鑒め
き

定き

縁え
ん

起ぎ

』（
安
永
五
〈
一
七
七
六
〉
年
）
に

は
、
門
人
戯
蝶
に
よ
る
「
我
が
風
来
先
生
、
戯
に
筆
を

採と
り

、
多
く
の
小よ

み
ほ
ん説

世
に
行
れ
て
よ
り
」
と
い
う
序
文
が

あ
る
。
こ
こ
で
は
「
小
説
」
に
「
よ
み
ほ
ん
」
と
い
う

ル
ビ
が
施
さ
れ
て
お
り
、「
読
本
」
と
「
小
説
」
が
不
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『
霍か

く

小し
ょ
う

玉ぎ
ょ
く

伝で
ん

』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
指
摘
し
た

（『
拙
堂
文
話
』
巻
一
）。
近
年
で
は
物
語
の
祖
『
竹
取

物
語
』
も
ま
た
白
居
易
の
漢
詩
に
触
発
さ
れ
た
と
す
る

説
ま
で
提
示
さ
れ
た
（
静
永
健
『
漢
籍
伝
来  

白
楽
天

の
詩
歌
と
日
本
』）。
日
常
的
に
我
々
が
愛
読
す
る
「
小

説
」
の
語
の
淵
源
を
辿
っ
て
い
く
な
ら
ば
、
漢
文
学
と

の
関
わ
り
を
見
落
と
す
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

生
徒
か
ら
は
し
ば
し
ば
、「
小
説
」
を
読
む
こ
と
自

体
は
好
き
だ
が
、
必
ず
し
も
国
語
の
力
に
は
繫
が
っ
て

い
な
い
と
い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て

「
小
説
」
と
は
あ
ま
り
に
身
近
で
学
習
の
対
象
と
し
て

の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
よ

う
だ
。
川
端
康
成
は
「
小
説
ほ
ど
日
常
の
生
活
相
に
近

い
芸
術
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
の
一
般
の
経
験

が
い
つ
も
小
説
と
相
寄
り
合
っ
て
作
品
の
中
に
存
在
し

て
い
る
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
（『
小
説
の
研
究
』）。

各
人
が
様
々
に
定
義
す
る
「
小
説
」
の
語
に
改
め
て
着

目
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
現
代
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
伝
統
文
化
を
実
感
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。『
荘

子
』
外
物
篇
に
見
え
る
「
小
説
」
は
も
と
も
と
俗
文
学

を
指
し
た
も
の
だ
が
、
魯
迅
が
「
小
説
も
詩
と
同
じ
よ

う
に
唐
代
に
な
っ
て
一
変
す
る
」（『
中
国
小
説
史
略
』

第
八
篇
）
と
評
し
た
よ
う
に
唐
代
以
降
に
芸
術
性
が
高

ま
っ
た
。
我
が
国
で
は
翻
案
を
通
じ
て
作
品
中
に
漢
文

小
説
の
要
素
を
積
極
的
に
受
容
し
て
き
た
。
こ
う
し
た

観
点
か
ら
俯
瞰
す
る
こ
と
で
、
漢
文
小
説
は
高
校
生
に

と
っ
て
身
近
で
有
益
な
教
材
に
な
る
も
の
と
結
論
づ
け

ら
れ
る
。

な
い
。
回
ら
な
い
頭
で
何
と
か
ま
わ
り
を
見
回
す
。

今
ま
で
そ
こ
に
い
た
場
所
に
私
が
い
た
。
這
い
ず
り

な
が
ら
近
寄
る
。
静
か
に
呼
吸
を
し
て
い
る
。
触
れ

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
丸
二
日
、
眠

っ
て
い
る
私
は
起
き
な
か
っ
た
。
あ
の
本
は
…
。
唯

一
、
こ
ん
な
非
現
実
的
な
現
象
を
引
き
起
こ
す
と
し

た
ら
あ
れ
し
か
な
い
。
だ
が
、
部
屋
の
ど
こ
を
捜
し

て
も
見
つ
か
ら
な
い
。
私
は
か
す
か
な
希
望
を
胸
に

し
て
あ
の
廃
墟
に
向
か
っ
た
。
二
日
前
に
訪
ね
た
寂

れ
た
廃
墟
の
薄
汚
れ
た
一
室
に
埃
を
被
っ
て
い
る
本
。

―
あ
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
か
。
―

私
は
本
に
手
を
伸
ば
し
た
。
埃
と
と
も
に
本
に
群
が

る
無
数
の
手
に
、
重
さ
を
感
じ
な
が
ら
。

　

こ
こ
で
は
典
拠
の
恋
愛
話
が
ホ
ラ
ー
仕
立
て
に
改
変

さ
れ
て
い
る
。
多
く
は
現
代
に
取
材
し
た
も
の
だ
が
、

中
に
は
『
離
魂
記
』
の
続
編
や
『
走
れ
メ
ロ
ス
』
に
趣
向

を
借
り
た
作
品
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は
思
い
思
い
に
独
自

の
遊
離
魂
譚
創
作
を
楽
し
む
一
方
、
原
話
『
離
魂
記
』

に
ま
で
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
様
子
も
見
ら
れ
た
。

五　

ま
と
め
と
し
て

　

芥
川
龍
之
介
の
『
杜
子
春
』
や
中
島
敦
の
『
山
月

記
』
は
今
な
お
幅
広
い
読
者
か
ら
愛
読
さ
れ
て
い
る
。

近
代
の
名
作
誕
生
の
背
景
に
は
、
漢
文
小
説
が
翻
案
を

通
じ
て
日
本
に
受
容
さ
れ
た
伝
統
が
あ
り
、
こ
の
点
に

も
注
意
を
払
っ
て
指
導
す
る
必
要
が
考
え
ら
れ
る
。

　

江
戸
後
期
、
斎
藤
拙
堂
は
我
が
国
の
漢
文
学
史
を
俯

瞰
し
、『
枕
草
子
』
や
『
源
氏
物
語
』
が
、『
李
義
山
雑

纂
』、『
漢
武
内
伝
』、『
飛
燕
外
伝
』、『
長
恨
歌
伝
』、

わ
せ
る
。
討
議
後
に
翻
案
作
業
に
入
る
。
そ
の
後
グ
ル

ー
プ
内
で
の
自
己
の
創
作
の
下
発
表
及
び
全
体
発
表
の

代
表
者
の
選
出
を
経
て
、
代
表
者
に
よ
る
全
体
発
表
へ

と
移
る
流
れ
と
な
る
。
以
下
に
生
徒
作
品
を
掲
げ
る
。

　
・「
重
い
本
」　
　
　
　（
高
校
三
学
年
女
子
）

と
あ
る
本
が
あ
る
。
読
む
と
魂
が
抜
け
る
と
い
う
本
。

今
回
、
私
は
そ
の
本
の
あ
り
か
を
探
し
出
し
た
。
寂

れ
た
廃
墟
の
一
室
に
埃
を
か
ぶ
っ
て
い
た
本
は
妙
に

不
気
味
で
、
ひ
ど
く
興
味
を
ひ
か
れ
た
。
恐
怖
に
も

勝
る
好
奇
心
の
ま
ま
に
手
を
伸
ば
す
。
想
像
よ
り
も

は
る
か
に
重
い
本
。
そ
の
重
さ
に
少
し
の
疑
問
を
抱

い
た
が
、
す
ぐ
に
興
味
が
上
回
り
、
家
に
持
ち
帰
っ

た
。
そ
の
場
で
す
ぐ
に
読
み
た
か
っ
た
が
、
何
年
も

掃
除
さ
れ
て
い
な
い
汚
れ
た
部
屋
で
は
集
中
で
き
そ

う
に
な
い
。
家
に
着
く
手
前
で
本
の
埃
を
払
う
。
先

程
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
が
、
と
て
も
鮮
や
か
な
赤

色
の
表
紙
だ
っ
た
。
風
呂
に
入
り
、
柄
に
も
な
く
少

し
手
の
込
ん
だ
料
理
を
作
っ
た
。
私
は
そ
れ
ほ
ど
ま

で
に
浮
か
れ
て
い
た
。
赤
色
の
重
い
表
紙
を
め
く
る
。

冷
た
く
乾
い
た
音
が
続
い
た
。
何
も
起
き
な
い
で
は

な
い
か
。
や
る
せ
な
い
気
持
ち
を
少
し
で
も
晴
れ
さ

せ
よ
う
と
、
冷
た
い
も
の
を
取
り
に
行
く
。
ふ
と
姿

見
に
視
線
を
移
し
た
。
私
の
姿
が
な
い
。
手
に
視
線

を
向
け
る
。
ち
ゃ
ん
と
あ
る
。
ち
ゃ
ん
と
動
く
。
姿

見
に
視
線
を
戻
す
。
そ
こ
に
私
の
姿
は
な
い
。
頭
が

お
か
し
く
な
っ
た
の
か
思
考
が
回
ら
な
い
。
慌
て
、

転
ぶ
。
積
ん
で
あ
っ
た
本
が
崩
れ
落
ち
て
、
私
の
頭

を
…
通
り
抜
け
た
。
何
が
起
き
た
の
か
全
く
わ
か
ら
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